
(57)【要約】

【課題】　涙道内での安定性が良く、涙道内への挿入も

容易であって、留置後に涙点や涙小管に裂傷が生じる恐

れが無い涙道再建用挿管器具を提供する。

【解決手段】　両側に配置される２つの端部材（４２）

と、２つの端部材（４２）を連結する連結部材（４０、

２４）から構成され、消息子を挿入するための切込み（

４９）を有し、端部材（４２）がパイプ材で形成されそ

の終端が盲端（５３）になっていて、連結部材の両側部

（４０）が連結部材の中央部（２４）や端部材（４２）

よりもしなやかであり、連結部材（４０、２４）の外径

が端部材（４２）の外径より小さくなっていることを特

徴とする涙道再建用挿管器具。

【選択図】　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ つ の 太 い 方 の チ ュ ー ブ 状 の 端 部 材 （ ４ ２ ） と １ つ の ツ バ （ ２ ３ ） が 細 い 方 の チ ュ ー ブ 状
ま た は ロ ッ ド 状 の 連 結 部 材 （ ４ ０ ） で 連 結 さ れ て い て 、 端 部 材 （ ４ ２ ） が パ イ プ 状 で 盲 端
（ ５ ３ ） を 有 し 、 連 結 部 材 （ ４ ０ ） の 外 径 が 端 部 材 の 外 径 よ り 小 さ く な っ て お り 、 端 部 材
が 前 方 部 分 （ ４ ２ Ａ ） と 後 方 部 分 （ ４ ２ Ｂ ） か ら な り 、 前 方 部 分 （ ４ ２ Ａ ） の 外 径 が 後 方
部 分 （ ４ ２ Ｂ ） の 外 径 よ り ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 小 さ く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 涙 道 再
建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
端 部 材 の シ ョ ア 硬 さ が ７ ０ ～ ８ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ） で あ り 、 連 結 部 材 の シ ョ ア 硬 さ が ３
８ ～ ４ ２ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ） 、 長 さ が １ ２ ～ １ ５ ｍ ｍ 、 外 径 が ０ ． ３ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ り
、 ツ バ （ ２ ３ ） の シ ョ ア 硬 さ が ７ ０ ～ ８ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ） で 、 直 径 が １ ． ５ ｍ ｍ で 、
厚 さ が ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具
。
【 請 求 項 ３ 】
端 部 材 が キ ャ ロ ッ ト 型 （ ４ ５ ） に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 涙
道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
端 部 材 （ ４ ２ 、 ４ ５ ） の 内 部 に 隔 壁 （ Ｗ １ ） が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
ツ バ （ ２ ３ ） が 扇 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再
建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
端 部 材 （ ４ ２ 、 ４ ５ ） の 内 部 に 段 （ ｇ 1） が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ２ 、 ２ ４ ） と 端 部 材 （ ４ ２ 、 ４ ５ ） が シ リ コ ー ン ゴ ム で 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
挿 管 器 具 の 全 体 が シ リ コ ー ン ゴ ム で つ く ら れ て お り 、 ツ バ （ ２ ３ ） と 、 そ の ツ バ （ ２ ３ ）
に 接 続 す る シ ャ フ ト （ ９ ３ ） と 、 そ の シ ャ フ ト （ ９ ３ ） に 連 結 し た 先 端 部 （ ９ １ ） と 、 そ
の 先 端 部 （ ９ １ ） に 一 端 を 連 結 し た チ ュ ー ブ （ ９ ２ ） と 、 そ の チ ュ ー ブ （ ９ ２ ） の 他 端 に
連 結 し た 端 部 材 （ ４ ２ ） と を 有 し 、 シ ャ フ ト （ ９ ３ ） と 先 端 部 （ ９ １ ） を 一 体 化 し た こ と
を 特 徴 と す る 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
シ ャ フ ト （ ９ ３ ） と 先 端 部 （ ９ １ ） を 垂 直 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の
涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
端 部 材 （ ４ ２ ） の 前 方 部 分 （ ４ ２ Ａ ） を 後 方 部 分 （ ４ ２ Ｂ ） よ り ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 細 く
し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ４ ） に 硬 い 材 質 を 用 い た と き に 、 ツ バ （ ２ ３ ） か ら 少 く と も ５ ｍ ｍ ほ
ど に や わ ら か い 材 質 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙
道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ４ ） の 一 端 を 、 ツ バ か ら 少 く と も ５ ｍ ｍ ほ ど さ ら に 細 く し た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ １ に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ４ ） の 一 端 を 、 ツ バ （ ２ ３ ） に 近 づ く ほ ど 細 く し た こ と を 特 徴 と す る
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請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
端 部 材 （ ４ ２ ） か ら ツ バ （ ２ ３ ） に 近 づ く ほ ど 連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ４ ） を 徐 々 に 細 く な る
よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具
。
【 請 求 項 １ ５ 】
硬 い 材 質 の 連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ４ ） の 水 平 部 に 垂 直 部 （ ２ ２ ） が 連 結 し て い る と き 、 ツ バ
（ ２ ３ ） に 接 す る 部 分 （ ４ ７ ） が ツ バ （ ２ ３ ） に 近 づ く ほ ど 徐 々 に 細 く な っ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ４ ） が 湾 曲 し た ツ バ に 接 す る 部 分 （ ４ ７ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
湾 曲 し た ツ バ に 接 す る 部 分 が ツ バ に 近 づ く ほ ど 細 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
端 部 材 （ ４ ２ ） の 一 端 に 膨 大 部 （ ２ ６ ） を 有 し 端 部 材 （ ４ ２ ） の 他 端 に 盲 端 （ ５ ３ ） を 有
す る マ ッ チ 棒 状 シ リ コ ン ー ン チ ュ ー ブ で 端 部 材 （ ４ ２ ） を 構 成 し 、 太 い チ ュ ー ブ 状 の 端 部
材 （ ４ ２ ） を 細 い 方 の チ ュ ー ブ 状 ま た は ロ ッ ド 状 の 連 結 部 材 （ ４ ０ 、 ２ ４ ） に 連 結 し た こ
と を 特 徴 と す る 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 挿 管 法 は 、 涙 道 の 再 建 に 有 効 な 治 療 法 で あ る 。 し か し 、 ク ロ フ ォ ー ド 法 に 代 表 さ れ る 従
来 の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ 留 置 法 は 、 日 本 に お い て は ヌ ン チ ャ ク 型 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ に 比
較 し て 一 般 に は 普 及 し て い な い 。 こ れ は 、 涙 道 内 に 留 置 さ れ た シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ に 十 分
な 安 定 性 が な か っ た た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ は 、 例 え ば シ リ コ ー ン ゴ ム で 形 成 さ れ る が 、 柔 軟 性 が 充 分 で
な か っ た 。 従 っ て 、 そ の 中 央 部 を ピ ン セ ッ ト で 持 ち 上 げ て も 、 逆 Ｕ 字 形 に 楽 に 折 れ 曲 る こ
と は な か っ た 。 こ の 弾 力 性 が 涙 道 内 で の 不 安 定 性 の 一 因 に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ク ロ フ ォ ー ド 法 で は 、 チ ュ ー ブ の 先 端 を 鼻 腔 内 で 結 び 、 鼻 涙 管 下 端 の 開 口 部 の 大
き さ よ り 大 き な 結 び 目 を 作 り そ の ま ま 放 置 す る 構 成 に な っ て い た 。 し か し 、 鼻 涙 管 下 端 の
開 口 部 の 大 き さ を 確 認 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 結 び 目 が 鼻 涙 管 下 端 の 開 口 部 よ り 小
さ い と き は 、 結 び 目 が 上 方 に 移 動 し て 涙 嚢 内 に 入 っ て し ま う 難 点 も あ っ た 。 涙 小 管 の 径 が
非 常 に 小 さ い た め 、 一 度 涙 嚢 に 入 っ た 結 び 目 を 抜 去 す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 者 は 、 図 １ に 示 す よ う に 全 長 が ８ ０ ～ １ ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 中 央 部 の ２ ０ ～
４ ０ ｍ ｍ が 細 く し な や か に な っ た チ ュ ー ブ を 提 案 し た 。 特 許 文 献 １ を 参 照 。 こ の チ ュ ー ブ
は 、 中 央 部 が 細 く か つ し な や か で 、 そ の 両 側 が 太 く 硬 め に な っ て い て 、 図 ２ に 示 す よ う に
中 央 部 を 支 持 す る と 重 力 で 楽 に 逆 Ｕ 字 形 に 湾 曲 す る 構 成 に な っ て い る 。 従 っ て 、 こ の チ ュ
ー ブ は 、 従 来 の シ リ コ ン チ ュ ー ブ と 比 較 し て 安 定 性 が 格 段 に 優 れ て い て 、 抜 け 出 し が 起 る
こ と は 非 常 に 稀 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 こ の チ ュ ー ブ は 両 端 が 盲 端 に な っ て い て 、 消 息 子 を 挿 入 す る 切 れ 目 を 有 す る の で
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、 涙 道 内 へ の 挿 入 も 容 易 で あ る 。 さ ら に 、 抜 去 も 容 易 に で き る 等 の 利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 は 、 こ の チ ュ ー ブ を １ ０ ０ 例 以 上 の 涙 道 閉 塞 の 症 例 に 適 用 し た が 、 涙 道 内 で の
安 定 性 及 び 抜 け 出 し が 稀 で あ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ５ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 一 般 に 、 チ ュ ー ブ の 両 端 は 涙 道 の 働 き に よ っ て 鼻 腔 の 方 に 引 っ 張 ら れ る
。 こ の た め 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 チ ュ ー ブ 中 央 部 の 細 く し な や か な 部 分 ４ ０ が 涙 点 や 涙 小
管 に 食 い 込 ん で 、 涙 点 や 涙 小 管 に 裂 傷 １ ９ が 生 じ る 場 合 が あ っ た 。 裂 傷 は 、 チ ュ ー ブ 中 央
部 が 細 く 硬 い ほ ど 生 じ 易 い 傾 向 が あ っ た 。 ま た 、 両 側 か ら の 張 力 が 大 き い 場 合 に は 、 チ ュ
ー ブ 中 央 部 が さ ら に 細 く な る こ と に よ っ て さ ら に 裂 傷 １ ９ が 生 じ 易 く な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 涙 道 内 で の 安 定 性 が 良 く 、 涙 道 内 へ の
挿 入 も 容 易 で あ っ て 、 留 置 後 に 涙 点 や 涙 小 管 に 裂 傷 が 生 じ る 恐 れ が 無 い 涙 道 再 建 用 挿 管 器
具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 解 決 手 段 を 例 示 す る と 、 請 求 項 １ ～ １ ８ に 記 載 さ れ た 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 に よ り 、 連 結 部 材 ４ ０ 、 ２ ４ の 外 径 が 端 部 材 ４ ２ の 外 径 よ
り 小 さ く す る と 、 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ が や わ ら か く な り 、 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ が 比 較
的 硬 く な る の で 、 留 置 後 に 涙 点 や 涙 小 管 に 裂 傷 が 生 じ る 恐 れ は 極 め て 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ が 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ や 端 部 材 ４ ２ よ り も し な や か な 構
成 に す る と 、 涙 道 内 で 安 定 性 が 高 く 、 留 置 後 の ト ラ ブ ル が 非 常 に 少 な い 。 連 結 部 材 が 細 い
と 、 角 膜 に 触 れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 端 部 材 の 前 方 部 分 ４ ２ Ａ を 後 方 部 分 ４ ２ Ｂ よ り 細 く す る と 、 涙 道 内 に 挿 入 し や
す く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 端 部 材 ４ ２ の 内 部 に 隔 壁 Ｗ １ や 段 ｇ 1を 配 置 す る と 、 消 息 子 ６ １ で 端 部 材 ４ ２ を
涙 道 内 に 正 確 に 押 し 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 述 の 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 端 部 材 の 内 部 に 隔 壁 Ｗ １ や 段 ｇ
1の 代 り に 隆 起 や そ の 他 の 凸 形 状 や 凹 形 状 を つ け て も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に よ る 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 の 好 適 な 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ 、 ５ 、 ６ は 、 本 発 明 の ３ つ の 実 施 例 に よ る 涙 道 再 建 用 挿 管 器 具 （ 以 下 、 単 に 挿 管 器
具 と 言 う ） の 外 形 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ ～ ６ の ３ つ の 実 施 例 で は 、 挿 管 器 具 は 、 両 側 に 配 置 さ れ る ２ つ の 端 部 材 ４ ２ と 、 ２
つ の 端 部 材 ４ ２ を 連 結 す る 連 結 部 材 ４ ０ 、 ２ ４ か ら 構 成 さ れ て い る 。 連 結 部 材 は 、 中 央 部
２ ４ と そ の 両 側 に 位 置 す る 側 部 ４ ０ か ら な り 、 両 側 部 ４ ０ は 、 や わ ら か い シ リ コ ー ン ゴ ム
製 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド で 形 成 さ れ て い る 。 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ は 硬 い シ リ コ ー ン ゴ
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ム 製 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 図 ４ ～ ６ の 例 で は 、 端 部 材 ４ ２ も シ リ コ ー ン ゴ ム 製 の パ イ プ 材 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 端 部 材 ４ ２ の 終 端 部 ５ ３ （ １ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 ） は 、 盲 端 に な っ て い る 。 ま た 、 端 部 材 ４ ２
の 他 端 の 部 分 に は 、 消 息 子 を 挿 入 す る た め の 小 さ な 切 込 み ４ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 切 込 み
４ ９ は 軸 芯 方 向 に 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 消 息 子 を 切 込 み ４ ９ か ら 盲 端 ま で 挿 入 し て 、 消
息 子 を 利 用 し て 挿 管 器 具 を 涙 道 内 に 留 置 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ ～ ６ に 示 さ れ る ３ つ の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 ４ ０ 、 ２ ４ は 端 部 材 ４ ２ よ り ０ ． ４ ～
０ ． ６ ｍ ｍ 程 度 小 径 に な っ て い る 。 ま た 、 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ は 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４
や 端 部 材 ４ ２ よ り し な や か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ の 実 施 例 で は 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ と 両 側 部 ４ ０ の 軸 心 の な す 角 度 は １ ８ ０ ° で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ の 実 施 例 に 示 さ れ る よ う に 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ と 両 側 部 ４ ０ の な す 角 度 ｒ を ８ ０
～ １ ８ ０ ° に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ の 実 施 例 は 角 度 ｒ を ９ ０ ° に し た も の で あ る が 、 糸 ８ １ で つ る し て も 連 結 部 材 の 中
央 部 ２ ４ は 、 硬 く 短 か く な っ て い る の で 、 曲 り に く く 、 そ れ だ け 涙 点 に 加 る 力 が 軽 減 さ れ
る の で 、 図 ３ に 示 さ れ る 涙 点 や 涙 小 管 が 裂 け て 行 く と い う 合 併 症 が 起 こ り に く く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 挿 管 器 具 の 材 料 と し て は 、 適 当 な し な や か さ と 強 度 が 望 ま れ る 。 強 度 的 に は 、 涙 道 内 へ
の 留 置 操 作 で 加 わ る 引 張 り 力 、 留 置 後 に 働 く 引 張 り 力 、 抜 去 の 際 の 引 張 り 力 等 に 耐 え 得 る
強 度 が 必 要 で あ る 。 一 方 、 し な や か さ の 点 で は 、 留 置 操 作 が 円 滑 に 行 え 、 留 置 後 の 涙 道 内
で の 安 定 性 が 得 ら れ る だ け の し な や か さ が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 引 張 強 度 と し な や か さ の 条 件 に 加 え て 、 人 体 に 無 害 で あ る こ と も 重 要 で あ る
。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 挿 管 器 具 に 適 す る 材 料 と し て シ リ コ ー ン ゴ ム が 適 し て い る 。 後 述
す る 例 の よ う に 、 表 面 の 層 の み を シ リ コ ー ン ゴ ム で 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 シ リ コ ー
ン ゴ ム は 、 一 般 に 、 硬 さ が 増 す と 引 張 り 強 さ 等 の 強 度 も 増 大 す る 傾 向 に あ る 。 シ リ コ ー ン
チ ュ ー ブ は 、 短 い ほ ど 、 そ し て 硬 さ が 増 す ほ ど 、 曲 り に く く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 連 結 部 材 ５ ０ と 端 部 材 ５ １ の し な や か さ は 、 例 え ば Ｊ Ｉ Ｓ で 定 め ら れ た シ ョ ア 硬 さ で 評
価 で き る 。 シ ョ ア 硬 さ は 、 硬 度 計 デ ュ ロ メ ー タ （ Ｄ ｕ ｒ ｏ ｍ ｅ ｔ ｅ ｒ ） で 計 測 さ れ 、 単 位
は ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ （ Ｊ Ｉ Ｓ ） で あ る 。 シ ョ ア 硬 さ の 数 値 が 大 き い ほ ど 、 硬 さ も 大 き く な る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ と 中 央 部 ２ ４ と 端 部 材 ４ ２ の 硬 さ （ し な や か さ ） に つ い て 述 べ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ は 、 シ ョ ア 硬 さ が ２ ０ ～ ６ ０ ｛ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ （ Ｊ Ｉ Ｓ ） ｝ で あ
る が 、 望 ま し く は ３ ０ ～ ５ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ） 、 最 適 に は ３ ８ ～ ４ ２ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ
） の 範 囲 に 設 定 で き る 。 一 方 、 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ と 端 部 材 ４ ２ は 、 シ ョ ア 硬 さ が ５ ０
～ ８ ０ ｛ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ （ Ｊ Ｉ Ｓ ） ｝ で あ る が 、 望 ま し く は ６ ０ ～ ８ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ
） 、 最 適 に は ７ ０ ～ ８ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ） の 範 囲 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 挿 管 器 具 及 び 各 部 材 の 長 さ に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 挿 管 器 具 の 全 長 は 、 一 般 に ５ ０ ～ １ ３ ０ ｍ ｍ で あ る が 、 望 ま し く は ９ ０ ～ １ ２ ５ ｍ ｍ 、
最 適 に は １ ０ ５ ～ １ １ ５ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 で き る 。 連 結 部 分 ４ ０ 、 ２ ４ の 長 さ は 、 １ ５ ～
３ ０ ｍ ｍ で あ る が 、 望 ま し く は ２ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ 、 最 適 に は ２ ０ ～ ２ ８ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 連 結 部 の 両 側 部 ４ ０ の 長 さ は ７ ～ １ ３ ｍ ｍ で 、 中 央 部 ２ ４ の 長 さ
は ４ ～ ８ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ １ は そ の 代 表 的 １ 例 を 示 し た も の で あ る が 、 端 部 材 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ の 内 部 に 段 ｇ 1
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ２ も そ の 代 表 的 １ 例 を 示 し て い る が 端 部 材 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ の 内 部 に 隔 壁 Ｗ １ を 有 し
て い る 。 ま た 、 端 部 材 ４ ２ の 長 さ は 、 １ ０ ～ ６ ０ ｍ ｍ で あ る が 、 望 ま し く は ２ ５ ～ ５ ０ ｍ
ｍ 、 最 適 に は ３ ０ ～ ４ ５ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 各 部 材 の 外 径 、 内 径 、 肉 厚 に つ い て 述 べ る 。 連 結 部 分 の 両 側 部 ４ ０ と 中 央 部 ２ ４
の 外 径 、 内 径 、 肉 厚 は 、 各 々 ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｍ ｍ 、 ０ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 、 ０ ． １ ～ ０ ． ２ ５ ｍ
ｍ で あ る が 、 望 ま し く は 各 々 ０ ． ３ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ 、 ０ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 、 ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ
ｍ 、 最 適 に は 各 々 ０ ． ４ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 ０ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ 、 ０ ． １ ５ ～ ０ ． １ ８ ｍ ｍ の 範 囲
に 設 定 で き る 。 な お 、 連 結 部 分 ４ ０ 、 ２ ４ の 外 径 は ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｍ ｍ で あ る が 、 内 腔 の
な い ロ ッ ド で も よ い 。 内 径 ０ ｍ ｍ は ロ ッ ド で あ る こ と を 意 味 す る 。 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４
を 両 側 部 ４ ０ よ り 硬 く し た の は 、 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ を や わ ら か く し た 場 合 に は 涙 点 や
涙 小 管 の 裂 傷 が 起 こ り 易 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 端 部 材 ４ ２ の 外 径 、 内 径 、 肉 厚 は 、 各 々 ０ ． ６ ～ １ ． ３ ｍ ｍ 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｍ
ｍ 、 ０ ． １ ５ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ で あ る が 、 望 ま し く は 各 々 ０ ． ７ ～ １ ． ２ ｍ ｍ 、 ０ ． ３ ～ ０ ．
６ ｍ ｍ 、 ０ ． １ ８ ～ ０ ． ２ ８ ｍ ｍ 、 最 適 に は 各 々 ０ ． ９ ～ １ ． １ ｍ ｍ 、 ０ ． ３ ５ ～ ０ ． ５
５ ｍ ｍ 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ の 範 囲 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ 、 ８ 、 １ １ ～ １ ３ に 示 す よ う に 、 端 部 材 が 、 異 な る 外 径 の チ ュ ー ブ ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ
か ら 形 成 さ れ て い る も の も 優 れ て い る 。 端 部 材 の 前 方 部 分 ４ ２ Ａ の 外 径 は そ れ に つ な が る
後 方 部 分 ４ ２ Ｂ の 外 径 よ り も ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 細 く な っ て い る の で 挿 入 し や す い 。 端 部
材 の 前 方 部 分 ４ ２ Ａ の 長 さ は ７ ～ ２ ０ ｍ ｍ 、 望 ま し く は １ ０ ～ １ ８ ｍ ｍ 、 最 適 に は １ ０ ～
１ ５ ｍ ｍ で あ る 。 端 部 材 の 前 方 部 分 ４ ２ Ａ と 後 方 部 分 ４ ２ Ｂ の 間 は な め ら か な 境 界 部 ５ ２
と な っ て い る 。 境 界 部 ５ ２ の 内 部 に は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う な 段 ｇ 1や 図 ８ に 示 さ れ る よ
う な 隔 壁 Ｗ １ が あ り 、 消 息 子 ６ １ で 端 部 材 を 涙 道 内 に 押 し 込 み や す く し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ３ に 示 さ れ る 実 施 例 に お い て は 、 連 結 部 材 は 両 側 部 ４ ０ と 中 央 部 ２ ４ の 間 に 垂 直 部
２ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 垂 直 部 ２ ２ の 長 さ は １ ～ ２ ｍ ｍ が 適 当 で 、 中 央 部 ２ ４ の 長 さ は ４
～ ６ ｍ ｍ 、 両 側 部 ４ ０ の 長 さ は ７ ～ １ ５ ｍ ｍ が 適 当 で あ る 。 ま た 図 １ ３ の 実 施 例 で は 、 端
部 材 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ の 内 部 に 隔 壁 Ｗ １ を 有 し 消 息 子 で 端 部 材 を 涙 道 内 に 押 し 込 む こ と を 容
易 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ４ に 示 さ れ る 実 施 例 に お い て は 、 キ ャ ロ ッ ト 型 の 端 部 材 ４ ５ と な っ て い る 。 図 １ ５
は 図 １ ４ に 示 さ れ た 実 施 例 の サ イ ズ を 示 し て い る が 内 部 に 隔 壁 Ｗ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ６ の 実 施 例 に お い て は 、 挿 管 器 具 は 、 シ ョ ア 硬 さ が ７ ０ ～ ８ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ）
の 端 部 材 （ ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ ） と 、 そ れ に 連 結 す る 、 シ ョ ア 硬 さ が ３ ８ ～ ４ ２ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ
　 Ａ ） 、 長 さ １ ２ ～ １ ５ ｍ ｍ 、 外 径 ０ ． ３ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ の 連 結 部 材 （ ４ ０ ） と 、 連 結 部 材
の 他 端 に 接 着 す る 、 シ ョ ア 硬 さ が ７ ０ ～ ８ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ） の 直 径 １ ． ５ ｍ ｍ 、 厚 さ
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０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 円 形 の ツ バ （ ２ ３ ） か ら 構 成 さ れ 、 消 息 子 （ ６ １ ） を 挿 入 す る た め
切 込 み （ ４ ９ ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 ツ バ （ ２ ３ ） は 扇 型 で も よ い 。 　 図 １ ８ 、 １ ９ に 示 さ れ る よ う に
端 部 材 は キ ャ ロ ッ ト 型 （ ４ ５ ） を 図 １ ６ に 示 さ れ る 実 施 例 に 採 用 す る こ と が で き る し 、 図
１ ０ に 示 さ れ る よ う な 端 部 材 （ ４ ２ ） を 図 １ ６ に 示 さ れ る 実 施 例 の 端 部 材 （ ４ ２ Ａ 、 ４ ２
Ｂ ） の 代 り と し て 採 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ツ バ （ ２ ３ ） は シ ョ ア 硬 さ が ７ ０ ～ ８ ０ （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ） の 硬 い シ リ コ ー ン ゴ ム 製 の
も の が 望 ま し く 、 短 径 １ ． ５ ｍ ｍ 、 長 径 ２ ｍ ｍ の 楕 円 形 や そ の 他 の 形 で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 述 べ た 範 囲 に 硬 さ 及 び 寸 法 形 状 を 設 定 す る こ と に よ っ て 本 発 明 の 効 果 を よ り 増 大 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ の 実 施 例 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま ず 、 前 述 し た 寸 法 及 び 硬 さ を 有 す る 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ と 中 央 部 ２ ４ と 端 部 材 ４ ２
を 準 備 す る 。 そ し て 、 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ の 一 端 を 、 端 部 材 ４ ２ の 開 放 端 に 挿 入 し 、 シ
リ コ ー ン 糊 で 接 着 す る 。 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ と 端 部 材 ４ ２ の 接 合 領 域 は 、 ２ ｍ ｍ 以 上 と
し 、 段 差 を つ く ら ず 、 な め ら か な 境 界 部 ５ １ と す る の が 望 ま し い 。 さ ら に 連 結 部 材 の 中 央
部 ２ ４ の 両 端 の そ れ ぞ れ を 連 結 部 材 の 両 側 部 の 他 端 に シ リ コ ー ン 糊 で 接 着 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 端 部 材 ４ ２ の 他 端 の 部 分 に 長 手 方 向 に 沿 っ て １ ～ ２ ｍ ｍ の 切 れ 目 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 セ ン タ リ ン グ に 便 利 な よ う に 、 挿 管 器 具 の 中 央 部 に セ ン タ 印 ４ ４ を 設 け る 。 セ
ン タ 印 ４ ４ で 、 挿 管 器 具 が 涙 道 内 に 正 し く 挿 入 さ れ た か ど う か を 確 認 す る こ と が で き る 。
上 下 涙 点 の 間 に セ ン タ 印 ４ ４ が 来 る よ う に 留 置 を 行 え ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 盲 端 ５ ３ か ら １ ０ ｍ ｍ の 部 分 に も 印 を 設 け る 。 印 は 、 挿 管 器
具 挿 入 時 の 目 安 と し て 利 用 す る た め の も の で 、 大 体 １ ０ ｍ ｍ の 涙 小 管 の 長 さ に 合 わ せ て 設
け る と 都 合 が 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ５ の 実 施 例 は 、 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ に 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ が ８ ０ ° ～ １ ８ ０ ° の
角 度 ｒ を な す よ う に 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ ～ １ ２ の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 の 中 央 部 ２ ４ と 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ の な す 角 度 ｒ
が ９ ０ ° に な る よ う に 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ の 実 施 例 で は 、 端 部 材 ４ ２ の 内 部 が 図 示 さ れ て い な い が 、 図 ９ 、 １ ０ に 示 さ れ る よ
う に 、 段 ｇ 1を つ け た り 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 隔 壁 Ｗ １ を 配 置 し た 方 が よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 ６ 、 ９ 、 １ ０ の 実 施 例 で は 、 端 部 材 ４ ２ の 外 径 は 前 方 部 分 と 後 方 部 分 は 同 じ で
あ る が 、 図 ７ 、 ８ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ に 示 す よ う に 端 部 材 の 前 方 部 分 ４ ２ Ａ を 後 方 部 分 ４
２ Ｂ よ り ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 細 く し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ３ の 実 施 例 で は 連 結 部 材 の 両 側 部 ４ ０ と 垂 直 部 ２ ２ と 中 央 部 ２ ４ を 一 体 の も の と し
て つ く っ て も よ い 。 ま た 端 部 材 ４ ２ の 内 部 の 隔 壁 Ｗ １ は 、 端 部 材 ４ ２ の 軸 心 方 向 に 切 開 を
入 れ そ こ か ら 先 が 鈍 の 注 射 針 を 挿 入 し て 、 シ リ コ ー ン 糊 を 注 入 す る こ と に よ り 、 形 成 す る
こ と が で き る 。 隔 壁 Ｗ １ の 厚 さ は １ ～ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-202276 A 2004.7.22



段 ｇ 1の 高 さ は １ ｍ ｍ ほ ど で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 端 部 材 ４ ２ の 盲 端 部 ５ ３ の 形 状 は 中 央 部 に 向 け て 凹 に な っ て い る も の が 優 れ て い る 。 凸
に な っ て い る と 、 端 部 材 ４ ２ に 挿 入 し て い る 消 息 子 ６ １ の 先 端 が 盲 端 部 ５ ３ に 接 す る 端 部
材 ４ ２ の 壁 を 突 き 破 る 恐 れ が 生 じ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ２ ０ は 、 従 来 の 涙 道 再 建 用 器 具 （ Ｍ ｏ ｎ ｏ Ｋ ａ ） を 示 す 。 こ の 従 来 例 は シ リ コ ー ン ゴ
ム で つ く ら れ 、 ツ バ ２ ３ と そ れ に 接 続 す る シ ャ フ ト ９ ３ と 先 端 部 ９ １ と 先 端 部 ９ １ に 連 結
す る チ ュ ー ブ ９ ２ か ら な る が 、 従 来 の 涙 点 プ ラ グ に チ ュ ー ブ ９ ２ を 接 着 し た 形 を と っ て い
る 。 そ の た め 、 従 来 の 涙 点 プ ラ グ と 同 様 に 先 端 部 ９ １ の 突 出 し た 部 分 ９ ５ が 涙 小 管 の 腔 壁
を 刺 激 し て 肉 芽 腫 の 発 生 の 原 因 と な る 。 （ 例 え ば 、 Fayet B 他 ： “ Bicanalicular versus
 monocanalicular silicone intubation for nasolacrimal duct impatency in children
" Orbit Vol.12, P149-156, 1993 参 照 ）
　 図 ２ １ は 、 図 ２ ０ に 示 し た 従 来 の 涙 道 再 建 用 器 具 の チ ュ ー ブ ９ ２ を 改 良 し た 本 発 明 の 実
施 例 を 示 す 。 図 ２ １ に 示 す よ う に 端 部 材 ４ ２ と チ ュ ー ブ ９ ２ と す る と 、 涙 道 内 に お け る 安
定 性 が よ く な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 図 ２ １ に 示 す 先 端 部 の 突 出 し た 部 分 ９ ５ を 除 去 し て 、 図 ２ ２ の よ う に 丸 く し 、 図
２ １ に お け る シ ャ フ ト ９ ３ と 先 端 部 ９ １ を 一 体 化 し 連 結 部 材 の 垂 直 部 ２ ２ と す る と 、 涙 小
管 の 腔 壁 を 刺 激 す る こ と な く 長 時 間 涙 道 内 に 留 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 図 ２ １ に 示 す 端 部 材 ４ ２ を 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 端 部 材 の 前 方 部 分 ４ ２ Ａ と 後 方 部
分 ４ ２ Ｂ と し た も の も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 連 結 部 材 ４ ０ す な わ ち 細 い 法 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド ４ ０ は 、 細 い ほ ど 、 そ し て 材 質 が
や わ ら か い ほ ど 、 柔 軟 に な り 、 ツ バ ２ ３ が か し が ら ず 、 涙 点 部 に 正 し く 位 置 す る よ う に な
る 。 細 い 方 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド ４ ０ に 硬 い 材 質 を 用 い た と き は 、 ツ バ ２ ３ か ら 少 く と
も ５ ｍ ｍ ほ ど は 、 ツ バ ２ ３ が か し が ら な い よ う に す る た め に 、 や わ ら か い 材 質 を 用 い た り
、 図 ２ ４ に 示 す よ う に ツ バ ２ ３ か ら 少 く と も ５ ｍ ｍ ほ ど を さ ら に 細 く し た り 、 図 ２ ５ に 示
す よ う に ツ バ ２ ３ に 近 づ く ほ ど 細 く し た り す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ２ ６ に 示 す よ う に 端 部 材 ４ ２ Ａ 、 ４ ２ Ｂ 、 す な わ ち 太 い 方 の チ ュ ー ブ か ら ツ バ ２ ３ に
近 づ く ほ ど 細 い 方 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド ４ ０ を 徐 々 に 細 く な る よ う に し て も よ い 。 細 い
方 の チ ュ ー ブ の 最 大 径 は ０ ． ５ ～ ０ ． ７ ｍ ｍ 、 最 小 径 は ０ ． ３ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ に な る よ う に
す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ２ ７ に 示 す よ う に 硬 い 材 質 の 細 い 方 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド の 水 平 部 ４ ０ に 垂 直 部 ２
２ が 連 結 し て い る と き や や わ ら か い 材 質 の 細 い 方 の チ ュ ー ブ 状 ま た は ロ ッ ド 状 の 水 平 部 ４
０ に 垂 直 部 ２ ２ が 連 結 し て い る と き も 、 ツ バ ２ ３ に 接 す る 部 分 ４ ７ は ツ バ ２ ３ に 近 づ く ほ
ど 徐 々 に 細 く な る よ う に し た 方 が よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ２ ８ に 示 す よ う に 細 い 方 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド ４ ０ か ら 湾 曲 し た ツ バ に 接 す る 部 分
４ ７ と し 、 ツ バ に 近 づ く ほ ど 細 く な る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ２ ９ は 涙 小 管 閉 塞 の 難 病 例 に 使 用 さ れ て い る マ ッ チ 棒 状 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ の 例 を 示
し て い る 。 こ の 例 で は 、 マ ッ チ 棒 の よ う に 一 端 に 膨 大 部 ２ ６ が 存 在 す る （ 例 え ば 栗 橋 克 昭
： ダ ク リ オ ロ ジ ー 、 メ デ ィ カ ル 葵 出 版 、 東 京 、 １ ９ ９ ８ 参 照 ） 。 こ の よ う な チ ュ ー ブ は 安
定 性 が 悪 い の で 、 膨 大 部 ２ ６ を 内 眼 角 部 で ナ イ ロ ン 系 な ど で 固 定 し た ほ う が 良 い こ と が あ
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
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　 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 マ ッ チ 棒 状 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ の チ ュ ー ブ 部 分 ４ ２ を 太 い 方 の チ
ュ ー ブ ４ ２ と 細 い 方 の チ ュ ー ブ ま た は ロ ッ ド ４ ０ と す る こ と で 、 涙 道 内 の 安 定 性 が よ く な
り 、 膨 大 部 ２ ６ を 内 眼 角 部 で ナ イ ロ ン 系 な ど で 固 定 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ３ １ は 図 ３ ０ の 代 表 的 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ３ ２ は 図 １ ６ の 例 に 似 た 例 を 示 し て い る 。 端 部 材 ４ ２ の ２ つ の 部 分 ４ ２ Ａ と ４ ２ Ｂ が
互 い に 硬 さ の 異 な る 別 々 の 部 材 で 、 接 着 材 に よ り 一 体 化 さ れ て い る 。 例 え ば 端 部 材 の 前 方
部 分 ４ ２ Ａ を ４ ２ Ｂ よ り や わ ら か い 材 質 に す る と 涙 道 内 の 隆 起 部 や 湾 曲 部 を 通 過 さ せ や す
く な る 。 図 ３ ２ に 示 す 寸 法 は 好 適 例 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の 技 術 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 技 術 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 し た 実 施 例 の サ イ ズ を 示 し た 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 図 ７ に 示 し た 実 施 例 の 代 表 的 一 例 の 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 図 ８ に 示 し た 実 施 例 の 代 表 的 一 例 の 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ５ 】 （ Ａ ） は 、 図 １ ４ に 示 し た 実 施 例 の サ イ ズ を 示 し た 断 面 図 。 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ）
の 一 方 の 端 部 を 示 す 端 面 図 。
【 図 １ ６ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。 （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の さ ら
に 別 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。 （ Ｃ ） は 、 （ Ｂ ） の 一 方 の 端 部 を 示 す 端 面 図 。
【 図 １ ７ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） の 一 方
の 端 部 を 示 す 端 面 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ ０ 】 （ Ａ ） は 、 従 来 の 技 術 を 示 す 側 面 図 。 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） の 一 方 の 端 部 を 示 す 端
面 図 。 （ Ｃ ） は 、 （ Ａ ） の も う 一 方 の 端 部 を 示 す 端 面 図 。
【 図 ２ １ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） の 一 方
の 端 部 を 示 す 端 面 図 。
【 図 ２ ２ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） の 一 方
の 端 部 を 示 す 端 面 図 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ ６ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。 （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の さ ら
に 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。 （ Ｃ ） は 、 （ Ｂ ） の も う 一 方 の 端 部 を 示 す 端 面 図 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ ９ 】 従 来 の 技 術 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ １ 】 図 ３ ０ に 示 し た 実 施 例 の 代 表 的 一 例 の 断 面 図 。
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【 図 ３ ２ 】 （ Ａ ） は 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 の 寸 法 の 一 例 を 示 す 断 面 図 。 （ Ｂ ） は 、
そ の 端 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ 　 上 涙 点
　 ２ 　 下 涙 点
　 ７ 　 上 涙 小 管
　 １ １ 　 涙 嚢
　 １ ２ 　 鼻 涙 管
　 １ ９ 　 破 傷
　 ２ ２ 　 細 い 方 の チ ュ ー ブ 状 ま た は ロ ッ ド 状 の 垂 直 部
　 ２ ３ 　 ツ バ
　 ２ ４ 　 中 央 部
　 ２ ６ 　 膨 大 部
　 ４ ０ 　 側 部
　 ４ ０ 　 連 結 部 材
　 ４ ２ 　 端 部 材
　 ４ ２ Ａ 　 端 部 材 の 前 方 部 分
　 ４ ２ Ｂ 　 端 部 材 の 後 方 部 分
　 ４ ４ 　 セ ン タ ー 印
　 ４ ５ 　 キ ャ ロ ッ ト 型 の 端 部 材
　 ４ ７ 　 ツ バ に 接 す る 部 分
　 ４ ９ 　 切 込 み
　 ５ １ 、 ５ ２ 　 な め ら か な 境 界 部
　 ５ ３ 　 盲 端
　 ６ １ 　 消 息 子
　 ９ １ 　 先 端 部
　 ９ ２ 　 涙 道 再 建 用 器 具 の チ ュ ー ブ
　 ９ ３ 　 シ ャ フ ト
　 ９ ５ 　 先 端 部 の 突 出 し た 部 分
　 Ｗ １ 　 隔 壁
　 ｇ 1　 段
　 ｒ 　 角 度
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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